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要　旨

世界的な生活水準の向上と人口増加によりエネルギー消

費量が急増する中，国内では，改正省エネルギー法に基づ

くトップランナー方式が適用され，省エネルギー技術の開

発が加速している。モータは，電気エネルギーを機械エネ

ルギーに変換する機器であり，国内電力の約50％を消費し

ている。三菱電機では，産業，昇降機，家電，自動車等の

広い分野でモータをキーパーツとした事業を展開しており，

それらモータの省エネルギー化に注力している。

ポキポキモータは，モータの性能向上と生産性向上を両

立させる製造技術であり，1995年の開発から現在までの10

年間に各分野に適用された。“展開した鉄心に巻線してか

ら丸める”という生産設計により，巻線工程の制約を取り

払い，独自の巻線工法を進化させ高速・整列巻線を達成し

た。その結果，コイルの高密度化によるモータ効率の向上，

小型化等をねらったモータ設計が可能となり，各分野で環

境技術として採用されている。

例えば，家庭の消費電力の20％以上を占めるルームエア

コンでは，圧縮機用モータにポキポキモータを採用し，従

来のモータに比べてモータ効率を３％向上し，エアコンの

消費電力を2.4％削減した。また，世界規模で需要が大き

く深刻な環境問題に直面している自動車分野では，排気ガ

スのNOXを低減するEGR（Exhaust Gas Recirculation）バル

ブや，燃費を向上させる電動パワーステアリングにポキポ

キモータを採用し，性能向上と小型軽量化を達成した。一

方，鉄心の材料歩留り向上，巻線時間の短縮により生産性

を改善し，性能向上と両立した。

三菱電機の環境広告 

国内の電力消費の内訳は家庭での消費が31%，オフィスやデパートなどのビルでの消費が33%，生産工場での消費が36%であり（１），これ
らのうち約50%はモータによる消費である。日本中のモータの効率が3%向上したとすると，国内年間消費電力の1.5%を節約できる。これ
は約360万世帯の1年分の電力使用量に相当し，CO２に換算すると540万トンの削減となる。

モータの消費電力
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